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§１．研究成果の概要 

第一年次では、テキスト情報の意味表現の設計とパイロットシステムの構築に取り組み、国際ワ

ークショップ 2件（LACompLing2021、LENLS2021）にて発表を行った。 

一点目は、言語データを対象として、形式意味論のテンス・アスペクト解釈を考慮した意味表現

の設計を行った。例えば、「私は解熱剤を投与する」という文では「投与する」というイベントの目的

格である「解熱剤」が不可算名詞であるためイベントの到達点がないのに対して、「私は 3 回解熱

剤を投与する」という文では 3 回解熱剤を投与した時がイベントの到達点となる。イベント間の時間

関係を正確に推論するためには、前述のような文中のイベントの到達点の有無を特定し、意味表

現に表す必要がある。この問題に対して、深層学習の分類モデルを用いて分布意味論に基づき

文中のイベントの到達点の有無を特定し、記号論理を用いてイベント意味論に基づいた意味表現

を導出する手法を提案し、計算言語学の国際ワークショップ LACompLing2021 で発表を行った

1)。 

二点目は、時系列を考慮した高度な症例検索を実現するためには、症例テキスト中の時間関係

認識を含む高度な意味解析が求められる。しかし、症例テキストには「解熱剤投与」「術後 3 週間

以内」といった多様な意味関係から構成される複合語が含まれており、これらの複合語の意味をど

のように解析するかが課題であった。そこで本研究では、症例テキスト中の複合語について正しい

意味表示を導出可能にする手法として、複合語解析モデルを構築し、形式意味論の国際ワークシ

ョップ LENLS2021で発表した 2)。具体的にはまず、症例テキスト中の複合語の意味関係をアノテ

ーションしたデータセットを構築した。次に、データセットを用いて深層学習に基づく複合語意味関

係解析器を構築し、意味関係解析器と記号論理に基づく意味解析からなる複合語解析モデルを

構築することで、症例テキスト中の複合語について構成的に意味表示を導出することができた。 
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